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ランクセス、「バイブラキュア®2101」で硬化した新システム 
「アディプレン® LFM C525」を販売開始 

 

ランクセス株式会社 

 

 「アディプレン®LFM C525」でつくられたホイールは業界の最も高い基準に匹敵する性能 

 運転中、内部熱を低減 

 ランクセスのウレタンシステムズがホイールモデルを開発し、様々なホイールデザインおよ

び負荷/速度条件において「アディプレン®LFM C525」の評価を実証 

 

ドイツの特殊化学品メーカー、ランクセス（LANXESS）は、厳しい環境下のホイール用途向けに開

発され、同社のウレタン加硫剤「バイブラキュア®（Vibracure®）2101」で硬化した、新システム「ア

ディプレン®（Adiprene®）Low Free MDI （LFM）C525」を販売すると発表しました。MDI ポリカプロ

ラクトンをベースに開発されたこのプレポリマーは、高い引裂強度、優れた耐疲労性、耐摩耗性な

ど、卓越した性能と優れた動的特性を提供します。ランクセスは、既存製品と同システムの性能お

よび信頼性の差別化を実証するため、ホイールで使用されている業界最高水準のポリウレタンと

同素材との比較試験を実施しました。 

 

実証された性能と価値創造 

新システム「アディプレン®LFM C525」は、ポリカプロラクトンをベースにした遊離 MDI 含有量 1％

未満のプレポリマーです。ウレタン加硫剤「バイブラキュア®2101」で硬化したこのシステムは 96

ショア A 硬度を有します。また、「バイブラキュア®2101」の異なるグレードを使用することで、低硬

度のエラストマーも可能となります。テストは様々な負荷、速度、ホイール形状で実施され、ISO

業界基準で追跡調査を行いました。その結果、このシステムは、業界の最も高い性能基準に匹敵

することが実証され、優れた動的特性だけでなく、より低い転がり抵抗によって省エネを実現しま

す。さらに、卓越した性能を備える「アディプレン®LFM C525」プレポリマーは、硬化後工程に 115

〜120°C で平均 16〜24 時間を要するのみで、加工も容易です。さらに、室温で約 36 ヶ月間安

定しています。 

 

差別化された低遊離 MDI ベースのソリューション 

この PU システムはランクセス独自のソリューションで、LF イソシアネート技術によって、この差別

化された硬化剤の性能を促進します。LF 技術は、硬化剤沈殿によってエラストマー内に星形クリ

スタルを形成する「スターリング」現象を防ぎます。容易な取扱いおよび卓越した性能に加えて、

LF 技術は加工者に高い安全衛生水準をもたらします。 

 

 



 
ホイール業界向けの完全なソリューション 

様々な複雑なホイール用途に基づき、ランクセスは異なる硬化剤を混合し、88〜96 ショア A 硬度

を可能にする、他の LF MDI ポリカプロラクトンシステムを開発しました。ホイール用途に特化した

PU 配合に関する長年の技術経験を通して、ランクセスは最終利用段階でのホイール性能を正確

に予測するホイールモデルを開発しました。それによって、ランクセスは、異なるホイールデザイン

及び/或は異なる負荷/速度条件において、お客様に「アディプレン®LFM C525」を使った最適なソ

リューションを提案することができます。 

 

 

ランクセス、厳しい環境下のホイール用途向けに開発され、同社のウレタン加硫剤「バイブラキュ

ア®（Vibracure®）2101」で硬化した、新システム「アディプレン®（Adiprene®）Low Free MDI  

（LFM）C525」を販売すると発表しました。（写真：ランクセス AG） 
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これは、ドイツ・ケルンで9月17日に発表されたリリースをもとに、ランクセス株式会社が発表した

ものです。 

この原文（英語）は、以下のURLにてご参照下さい。 http://www.press.lanxess.com 



 
ランクセスについて 

ランクセスは、世界 33 カ国で事業を展開する大手特殊化学品メーカーです。2018 年の総売上は

72 億ユーロにのぼり、全世界の従業員数は約 15,400 人、世界中に 60 の拠点を展開していま

す。主な事業は、中間体、特殊化学品、プラスチックの開発、製造とマーケティングです。ランクセ

スは、持続可能性に優れた企業を選定する「ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス」の

ワールド・インデックス（DJSI World）、ヨーロッパ・インデックス（DJSI Europe）および

「FTSE4Good」の構成銘柄です。 

ランクセスについての詳細は同社 URL にてご確認下さい。 

www.lanxess.co.jp 

 

本件に関するお問い合わせ先  

ランクセス株式会社 コーポレートコミュニケーションズ 

TEL : 03-5293-8005 FAX : 03-5219-9773 

lanxess.japan@lanxess.com 

 

免責について (Forward-Looking Statements) 
本プレスリリースには、ランクセスの予測、見解、期待、そして第三者からの引用を含む、予測・予定事項の記述がございます。

様々な既知あるいは予測不能なリスク、不確定要素、またその他の要因により、実際に発生する結果、財務状態、発展及び業

績が、本資料に記載の予測・予定事項と大幅に異なる可能性があります。本資料に示される将来予測に関する意見の正確性や

進展が実際に起こりえるかどうかに関しても責任を負うものではありません。ここに示されたいかなる情報、予測、推定、目標、

意見に関して、明示的あるいは黙示的な表明や保証を行うものではありません。そのため、これらの記述につきまして、本資料

の記載事項に全面的に依存されることは控えて頂きますようお願いします。本資料に示したいかなる脱漏、誤った記述に関して

も責任を負いかねます。また、この資料を使用することによる直接的あるいは間接的に生じる事項に関して、ランクセスとその関

連会社、役員、責任者、従業員は一切の責任を負いかねますので、併せてご了承いただきますようお願い申し上げます。 
 
その他の情報 
ランクセスのニュースリリースは www.lanxess.co.jp の”プレスリリース”項目よりご覧ください。また、役員およびその他の写真

は http://photos.lanxess.com（英語）より入手いただけます。ランクセスの動画および音声、ポッドキャストについては下記をご

覧ください。http://globe360.net/broadcast.lanxess/（英語） 
 
ランクセスのウェブマガジンは下記でご覧いただけます。 
https://webmagazine.lanxess.com/ja/（日本語） 
 
ランクセスの Twitter、Facebook、Linkedin、YouTube の公式ページは下記サイトをご覧ください。 
http://www.twitter.com/LANXESS_JP（日本語） 
http://www.facebook.com/LANXESS（英語） 
http://www.linkedin.com/company/lanxess（英語） 
http://www.youtube.com/lanxess（英語） 
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